
２
月
２
日
（
土
）
12
時
か
ら
、

新
日
鐵
代
々
木
倶
楽
部
で
46

名
の
参
加
を
得
て
恒
例
の
東

京
四
極
会
新
年
会
を
開
催
し

た
。
地
元
大
分
か
ら
は
四
極

会
会
長
石
川
公
一
氏
、
百
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
長
・

野
々
下
俊
昭
氏
、
大
分
大
学

副
学
長
・
下
田
憲
雄
氏
を
来

賓
と
し
て
お
迎
え
し
た
。

　

司
会
は
鶴
田
幾
雄
事
務
局

長
（
第
50
回
）
が
担
当
。

　

ま
ず
、
奥
川
隆
生
理
事
長

（
第
50
回
）
が
挨
拶
に
た
っ

た
。

奥
川
理
事
長

　

「
新
年
会
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。
こ
の

会
の
先
々
週
一
週
間
、
仕
事

で
中
国
の
寒
い
地
域
を
回
っ

て
き
ま
し
た
。
今
回
も
多
く

の
中
国
の
旧
友
、
親
友
と
旧

正
月
前
の
会
合
を
も
ち
ま
し

た
。
米
中
の
貿
易
摩
擦
の
影

響
が
民
間
人
の
生
活
レ
ベ
ル

ま
で
多
少
な
り
と
も
及
ん
で

い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一

人
一
人
の
顔
つ
き
に
は
依
然

明
る
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

彼
ら
に
は
今
日
よ
り
明
日
、

今
年
よ
り
来
年
は
よ
く
な
る

と
い
う
強
い
思
い
が
い
つ
も

根
底
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

我
々
も
将
来
が
分
か
ら
な
い

と
決
め
込
む
前
に
社
会
を
よ

く
し
て
い
こ
う
と
す
る
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
心
意
気
を
ま
ず
新

年
に
も
つ
こ
と
か
ら
始
め
た

い
も
の
で
す
。
東
京
四
極
会

の
抱
え
る
課
題
へ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
は
こ
れ
か
ら
執
行
部

で
整
理
し
て
次
の
６
月
の
理

事
会･

総
会
で
予
算
案
と
し

て
皆
さ
ん
お
示
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
」

ご
来
賓
挨
拶

石
川
四
極
会
会
長

　

「
本
部
の
動
き
を
三
点
披

露
し
ま
す
。
ま
ず
も
っ
て
２

０
２
２
年
の
経
済
学
部
創
立

百
周
年
周
年
の
記
念
行
事
を

何
と
し
て
も
成
功
さ
せ
た
く

引
き
続
き
東
京
四
極
会
の
会

員
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
四
極
会
本
部
と
各
支
部

と
の
距
離
を
よ
り
縮
め
て
い

く
た
め
に
こ
の
４
月
か
ら
本

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
ま
す
。
こ
の
中
で
全
国
の

会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
律

化
と
し
て
、
会
報
「
四
極
」

の
デ
ジ
タ
ル
掲
載
と
名
簿
管

理
を
Ｈ
Ｐ
で
運
営
す
る
こ
と

に
し
ま
す
。
最
後
に
、
本
年

７
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
で
は
本

今
後
の
予
定

◆
２
０
１
９
年
理
事
会
・

総
会
予
定

６
月
１
日(

土)

新
日
鐵
代
々
木
倶
楽
部

◆
２
０
１
９
年
若
手
会

員
の
集
い

８
月
５
日(

月)

場
所
未
定

◆
２
０
２
０
年
新
年
会

２
月
１
日(

土)

新
日
鐵
代
々
木
倶
楽
部

◆
た
ま
に
は
歩
こ
う
会

年 

数
回

◆
東
京
四
極
囲
碁
会

年 

数
回

◆
春
の
懇
親
ゴ
ル
フ

４
月

大
宮
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

（
予
定
）

◆
秋
の
懇
親
ゴ
ル
フ

９
月

習
志
野
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
予
定
）

・
・
・

※

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ハ

ガ
キ
で
東
京
四
極
会
事
務

所
ま
た
は
、
東
京
四
極
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
問
い
合
わ

せ
欄
で
お
願
い
し
ま
す
！

学
出
身
の
衛
藤
晟
一
議
員
の

改
選
時
期
に
あ
た
っ
て
お
り

四
極
会
と
し
て
も
可
能
な
限

り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い

た
く
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

野
々
下
百
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
長

　

「
昨
年
７
月
の
全
国
評
議

会
、
支
部
長
会
議
で
承
認
を

い
た
だ
い
て
創
立
百
周
年
記

念
行
事
の
基
本
的
な
実
行
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

募
金
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て

は
、
東
京
四
極
会
は
こ
の

５
ヶ
月
間
で
目
標
１
０
９
９

万
円
に
対
し
て
約
16
％
と
い

い
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
日
頃
、
積

極
的
に
関
東
地
区
の
組
織
課

題
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、

ま
た
全
国
支
部
長
会
議
の
議

長
組
織
で
あ
る
東
京
四
極
会

平
成
三
十
一
年

東
京
四
極
会　
新
年
会
開
催
！

検索東京四極

東京四極会ホームページもご覧ください
東京四極会HPは会報だけではカバーできない会員皆さまから
の寄稿文、歩こう会の記録、過去の会報バックナンバー、総会
や新年会のご来賓の挨拶などを掲載しています。また、HPから
も事務局問い合わせや入会・会員登録変更の連絡ができます。

・
諸
課
題
解
決
の
加
速
を
約
す

・
経
済
学
部
創
立
百
周
年
の
成
功
を
め
ざ
す
募
金
活
動
が
始
動

http://www.tokyoshiwasukai.jp/
【書：篠田直雄 東京四極会初代理事長・昭和3年卒 高商4回】
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と
大
分
支
部
が
両
輪
と
な
っ

て
動
く
こ
と
に
今
後
の
記
念

行
事
や
こ
れ
を
支
え
る
募
金

活
動
の
成
否
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」

下
田
副
学
長

　

「
大
学
は
２
０
１
７
年
に

工
学
部
が
理
工
学
部
と
な
り
、

経
済
学
部
に
お
い
て
も
同
年

に
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学

科
を
設
置
し
、
東
京
四
極
会

で
も
会
合
に
出
て
お
ら
れ
た

渡
邊
博
子
教
授
が
活
躍
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
学
の
来
年

度
の
予
算
は
ほ
ぼ
今
年
度
並

み
を
確
保
し
ま
し
た
が
、
次

年
度
以
降
の
運
営
交
付
金
の

状
況
は
他
の
国
立
大
学
と
の

競
争
に
お
い
て
厳
し
く
な
る

見
込
み
で
す
。
百
周
年
記
念

行
事
に
お
い
て
は
四
極
会
と

タ
ッ
グ
を
組
み
、
学
術
で
の

貢
献
、
学
生
へ
の
寄
附
講
座

な
ど
に
加
え
、
ハ
ー
ド
面
で

は
教
室
の
改
修
な
ど
に
つ
い

て
寄
付
を
含
め
て
知
恵
を

絞
っ
た
対
応
を
考
え
て
い
き

ま
す
。
先
日
、
学
部
と
四
極

会
と
の
交
流
会
で
、
四
極
会

本
部
の
皆
様
か
ら
、
県
内
の

子
供
た
ち
が
減
少
す
る
中
で

今
後
大
学
を
ど
う
す
る
の
か
、

81
の
国
立
大
学
が
こ
の
ま
ま

存
立
す
る
の
か
な
ど
の
問
題

提
起
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
０
０
年
を
過
ぎ
た
あ
と
の

大
学
を
ど
う
活
か
し
て
い
く

の
か
が
大
き
な
課
題
で
す
」

そ
の
後
、
下
村
晃
事
務
局
次

長
（
第
49
回
）
に
よ
る
口
上

で
乾
杯
し
新
年
会
に
移
っ
た
。

　

宴
の
半
ば
で
囲
碁
会
幹
事

の
松
岡
幸
秀
氏
（
第
52
回
）
、

田
中
典
明
氏
（
第
48
回
）
、

た
ま
に
は
歩
こ
う
会
幹
事
の

田
中
典
明
氏
が
恒
例
の
行
事

紹
介
を
行
っ
た
。

　

東
京
四
極
会
の
名
指
揮
者
、

梅
谷
覚
雄
先
輩
（
第
38
回
）

の
リ
ー
ド
に
よ
る
校
歌
・
寮

歌
斉
唱
の
の
ち
、
大
坪
孝
幸

副
理
事
長(

第
55
回)

に
よ
る

中
締
め
で
こ
れ
か
ら
の
１
年

の
会
員
の
健
康
と
次
回
の
総

会
の
盛
会
を
祈
っ
て
散
会
し

た
。

一
万
田
道
敏
（
第
38
回
）、

梅
谷
覚
雄
（
同
）、
小
迫
邦

彦
（
第
39
）、佐
藤
泰
久
（
同
）、

大
山
博
康
（
第
40
回
）、
友

永
英
一(

同
）、葛
城
征
志
（
第

41
回
）、
松
浦
靖
弘
（
同
）、

栗
林
保
幸
（
第
44
回
）、
高

橋
信
行
（
同
）、
田
川
俊
夫

（
同
）、
竹

上

英

文
（
同
）、

溝
辺
憲
治
（
同
）、
衛
藤
晟

一
（
第
45
回
）
代
理
、
國
弘

岳
史
秘
書
、
田
中
典
明
（
第

48
回
）、
百
田
秀
実
（
同
）、

山
下
政
春
（
同
）、下
村
晃
（
第

49
回
）、奥
川
隆
生
（
第
50
回
）、

渋
谷
宝
作
（
同
）、
土
田
謙

二
（
同
）、
鶴
田
幾
雄
（
同
）、

松
岡
幸
秀
（
第
52
回
）、
石

川
公
博
（
第
53
回
）、
後
藤

昌
幸
（
同
）、
米
井
晃
彦
（
第

54
回
）、大
坪
孝
幸
（
第
55
回
）、

河
辺
清
美
（
第
57
回
）、
金

馬
弘
明
（
同
）、有
働
昭
彦
（
第

58
回
）、
梅
木
俊
宏
（
同
）、

土
田
百
合
雄
（
同
）、
小
野

桂
一
（
第
59
回
）、
田
尻
清

司
（
同
）、
小

林

伸

彦
（
第

60
回
）、加
来
公
広
（
第
61
回
）、

小
幡
靖
憲
（
第
62
回
）、
賀

来
良
治
（
同
）、早
川
恵
弘
（
第

67
回
平
成
４
年
）、
千
葉
史

（
第
68
回
平
成
５
年
）、
丸
尾

克
弘
（
第
72
回
平
成
９
年
）、

島
崎
宏
道
（
第
74
回
平
成
11

年
）、佐
藤
宏
太
（
平
成
23
年
・

工
学
部
）、
鷹
尾
和
也
（
同
・

工
学
部
）、
菊
川
敬
規
（
第

75
回
平
成
12
年
）
以
上
45
名

参
加
会
員
（
敬
称
略
）
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奥
川 

隆
生・理
事
長

❶
追
手
門
学
院
高
校

❷
昭
和
50
年
卒

❸
和
田
ゼ
ミ

❹
就
職
面
接
で
東
京
に
出
て

き
て
大
分
大
学
の
先
輩
た
ち

が
活
躍
し
て
い
る
の
を
み
て

安
心
し
て
当
時
の
三
菱
化
成

に
入
社
を
決
め
ま
し
た
。
シ

ニ
ア
か
ら
中
堅
、
若
手
ま
で

の
会
員
の
皆
さ
ん
が
会
社
の

枠
を
超
え
横
連
携
の
絆
を
意

識
で
き
る
同
窓
会
活
動
を
め

ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
坪 

孝
幸・副
理
事
長

❶
佐
賀
県
立
鳥
栖
高
校

❷
昭
和
55
年
卒

❸
気
賀
沢
ゼ
ミ

❹
こ
の
度
、
東
京
四
極
会
の

副
理
事
長
を
努
め
る
こ
と
と

な
っ
た
大
坪
で
す
。
学
生
時

代
は
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル

部
で
北
ア
ル
プ
ス
の
縦
走
や

西
表
島
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
横
断

な
ど
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。

好
物
は
焼
肉
で
、
若
手
対
象

の
焼
肉
会
な
ど
も
開
催
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
京

四
極
会
は
大
学
卒
業
以
来
、

ず
っ
と
参
加
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
は
奥
川
理
事
長
の

補
佐
と
し
て
会
の
発
展
に
尽

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

鶴
田 

幾
雄・事
務
局
長

❶
鹿
児
島
県
立
出
水
高
校

❷
昭
和
50
年
卒

❸
和
田
ゼ
ミ

❹
こ
の
度
、
事
務
局
長
を
拝

命
致
し
ま
し
た
。
理
事
長
の

奥
川
さ
ん
と
は
和
田
ゼ
ミ
の

同
期
で
お
互
い
気
心
の
知
れ

た
仲
。
微
力
な
が
ら
彼
の
女

房
役
と
し
て
四
極
会
東
京
支

部
発
展
の
為
に
尽
力
す
る
所

存
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

下
村 

晃・事
務
局
次
長

❶
長
崎
県
立
長
崎
南
高
校

❷
昭
和
49
年
卒

❸
和
田
ゼ
ミ

❹
東
京
四
極
会
の
役
員
を
拝

命
し
て
10
年
が
経
ち
ま
し

た
。
う
ち
事
務
関
係
の
お
世

話
を
し
て
４
年
に
な
り
ま

す
。
６
月
に
は
完
全
に
リ
タ

イ
ア
し
て
終
活
の
準
備
を
始

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
由

な
時
間
が
増
え
ま
す
の
で
東

京
四
極
会
運
営
の
裏
方
と
し

て
尽
力
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

米
井 

晃
彦・事
務
局
次
長

❶
広
島
県
立
呉
三
津
田
高
校

❷
昭
和
54
年
卒

❸
和
田
ゼ
ミ

❹
会
計
担
当
で
す
。
４
年
間

軟
式
庭
球
部
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
。
野
球
は
広
島
カ
ー

プ
、
同
窓
会
は
東
京
四
極
会

を
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

石
川 
公
博・理
事

❶
熊
本
県
立
鹿
本
高
校

❷
昭
和
53
年
卒

❸
和
田
ゼ
ミ

❹
大
学
卒
業
後
、
川
崎
化
成

に
入
り
、
以
来
、
41
年
勤
務
。

晴
れ
て
来
年
に
は
会
社
も
卒

業
し
、
第
二
の
人
生
を
迎
え

ま
す
。
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
模
索
す
る
こ
の
頃
で
す
。

西
坂 

憲
郁・理
事

❶
熊
本
県
立
熊
本
高
校

❷
昭
和
56
年
卒

❸
和
田
ゼ
ミ

❹
会
社
生
活
の
ほ
と
ん
ど
を

営
業
職
と
し
て
過
ご
し
て
い

る
な
か
、
年
と
と
も
に
人
と

の
つ
な
が
り
の
大
事
さ
を
一

層
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
東
京
四
極
会
の
皆
様
の
つ

な
が
り
が
よ
り
強
く
な
る
よ

う
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
参

り
ま
す
。

金
馬 

弘
明・理
事

❶
大
分
県
立
大
分
上
野
丘
高

校❷
昭
和
57
年
卒

❸
香
村
ゼ
ミ

❹
こ
の
度
ご
縁
が
あ
り
理
事

を
拝
命
し
ま
し
た
金
馬
と
申

し
ま
す
。
同
窓
会
員
の
皆
様

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
に
微
力
な
が
ら

貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

梅
木 

俊
宏・理
事

❶
宮
崎
県
立
宮
崎
大
宮
高
校

❷
昭
和
58
年
卒

❸
和
田
ゼ
ミ

❹
新
し
い
出
会
い
に
感
謝
し

ま
す
。
東
京
四
極
会
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

田
尻 

清
司・理
事

❶
熊
本
県
立
濟
々
黌
高
校

❷
昭
和
59
年
卒

❸
和
田
ゼ
ミ

❹
大
学
時
代
は
、
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に
所
属
し
、

全
国
の
名
だ
た
る
山
々
を
歩

き
回
り
自
然
の
大
切
さ
と
厳

し
さ
を
体
験
致
し
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
出
光
興
産
（
株
）

に
入
社
。
早
、
35
年
が
経
ち

ま
し
た
。

仕
事
を
通
じ
て
、
沢
山
の

方
々
と
出
会
い
、
そ
こ
か
ら

色
々
と
人
生
の
機
微
を
体
感

し
て
き
ま
し
た
。
私
と
い
う

人
間
の
形
成
は
、
大
分
大
学

で
の
ゼ
ミ
や
部
活
を
通
し
て

形
作
ら
れ
た
核
が
そ
の
基
盤

と
し
て
あ
っ
た
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
東
京
四

極
会
の
役
員
の
一
人
と
し

て
、
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を

ベ
ー
ス
に
更
な
る
充
実
し
た

人
生
を
共
に
創
っ
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
林 

伸
彦・理
事

❶
大
分
県
立
大
分
上
野
丘
高

校❷
昭
和
60
年
卒

❸
和
田
ゼ
ミ

❹
東
京
四
極
会
は
私
に
と
っ

て
大
切
な
場
所
で
す
。
様
々

な
世
代
、
様
々
な
業
種
の

方
々
と
気
兼
ね
な
い
意
見
交

換
が
で
き
る
の
は
同
総
会
だ

け
で
す
。
多
く
の
先
輩
方
と

知
り
合
い
、
酒
を
酌
み
交
わ

し
、
語
り
合
っ
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
糧
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
同
窓

会
に
受
け
た
御
恩
を
お
返
し

し
、
後
輩
た
ち
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
川 

広
子・理
事

❶
大
分
県
立
別
府
青
山
高
校

❷
昭
和
60
年
卒

❸
斎
藤
ゼ
ミ

❹
米
系
外
資
で
人
事
を
し
て

い
ま
す
。
東
京
在
住
卒
業
生

の
皆
さ
ん
と
仕
事
や
趣
味

（
ゴ
ル
フ
・
ワ
イ
ン
）
を
通

じ
て
是
非
交
流
を
深
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
！

千
葉 

史・理
事

❶
長
崎
県
立
諫
早
高
校

❷
平
成
５
年
卒

❸
西
村
ゼ
ミ

❹「
行
く
と
ほ
っ
こ
り
温
か

い
気
分
に
な
る
」
東
京
四
極

会
の
魅
力
を
一
人
で
も
多
く

の
方
に
伝
え
て
い
け
た
ら

と
、
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
京
四
極
会
の
役
員
紹
介

❶
出
身
校
、
❷
卒
業
年
、
❸
ゼ
ミ
、
❹
ひ
と
言
（
敬
称
略
）

昨
年
６
月
の
総
会
で
ス
タ
ー
ト
し
た
新
体
制
の
紹
介
を
し
ま
す
。若
手
中
堅
会
員

の
参
加
促
進
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
対
応
、財
政
と
活
動
の
見
直
し
な
ど
課
題
は
多
い

で
す
が
、現
役
組
の
行
動
力
も
生
か
し
て
課
題
解
決
に
努
力
し
ま
す
！
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こ
の
訃
報
欄
は
、
新
年
会
、

総
会
の
ご
案
内
の
返
信
で

把
握
し
た
情
報
に
基
づ
い
て

受
付
順
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

桑
山　
一雄
さ
ん

卒
年
：
第
39
回
・
大
12

ご
逝
去
日
：
不
明

東　

宏
三
さ
ん

卒
年
：
第
41
回
・
大
14

ご
逝
去
日
：
平
成
30
年
11
月

11
日

三
島　

庸一さ
ん

卒
年
：
第
35
回
・
大
８

ご
逝
去
日
：
平
成
30
年
６
月

16
日

大
竹　
一郎
さ
ん

卒
年
：
第
41
回
・
大
14

ご
逝
去
日
：
平
成
29
年
１
月

（
東
京
四
極
会
の
役
員
紹
介
）

高
橋 
信
行・相
談
役

❶
大
分
県
立
大
分
舞
鶴
高
校

❷
昭
和
44
年
卒

❸
斉
藤
ゼ
ミ

❹
副
理
事
長
を
辞
し
今
年
度

は
相
談
役
を
拝
命
し
ま
し

た
。
新
役
員
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
と
と
も
に
ご
高
齢
会
員
の

皆
様
の
ご
要
望
承
り
役
を
果

た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
元
気
で
す
の
で
、

何
な
り
と
お
申
し
付
け
く
だ

さ
い
。

西
依 

章
郎・相
談
役

❶
福
岡
県
立
明
善
高
校

❷
昭
和
46
年
卒

❸
中
村
広
治
ゼ
ミ

❹
生
活
の
40
％
が
「
外
国
人

へ
の
日
本
語
教
育
」。
歌
と

ギ
タ
ー
が
40
％
。
下
手
な
ゴ

ル
フ
と
麻
雀
が
20
％
で
す
。

田
中 

典
明・監
事

❶
福
岡
県
立
福
岡
高
校

❷
昭
和
48
年
卒

❸
古
川
ゼ
ミ

❹
63
歳
で
退
職
後
、
囲
碁
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
福
祉

作
業
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

団
地
の
管
理
組
合
の
役
員
を

や
る
な
ど
し
て
、
わ
り
と
忙

し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

松
岡 

幸
秀・監
事

❶
大
分
県
立
宇
佐
高
校

❷
昭
和
52
年
卒

❸
山
本(

雅)

ゼ
ミ

❹
四
極
会
に
出
て
み
た
も
の

の
、
知
り
合
い
が
少
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
足
が
遠
の
い
て

い
る
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

総
会
と
新
年
会
以
外
に
も
、

様
々
な
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
に
出
席
し
て
新
た
な

知
り
合
い
を
広
げ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
私
は
囲
碁

の
会
と
歩
こ
う
会
で
、
多
く

の
方
と
知
り
合
う
こ
と
が
で

き
、
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

★
具
体
策
は
次
回
総
会

に
諮
り
実
行
へ

　

前
項
で
今
期
か
ら
の
役
員

を
紹
介
し
ま
し
た
。
皆
、
張

り
切
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

こ
れ
か
ら
の
東
京
四
極
会
を

ど
う
運
営
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
は
役
員
の
中
で
い
ろ
い

ろ
討
議
中
で
す
が
、
概
ね
方

向
性
は
固
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
最
終
案
は
次
回
６
月
の

総
会
で
会
員
皆
さ
ん
に
お
諮

り
し
ま
す
が
、
以
下
、
今
考

え
て
い
る
こ
と
を
披
露
し
ま

す
。

★
同
窓
会
活
動
に
多
様

性
を

　

同
窓
会
活
動
に
は
い
ろ
い

ろ
な
思
い
が
あ
っ
て
い
い
と

思
い
ま
す
。
単
な
る
同
窓
会
。

集
ま
れ
ば
た
の
し
い
。
社
外

交
流
会
。
会
社
以
外
の
人
間

関
係
を
作
る
。
多
彩
な
人
材

に
会
え
る
。
卒
業
生
、
後
輩

を
応
援
し
た
い
。
女
性
会
員

を
応
援
し
た
い
。
学
校
、
先

輩
へ
の
恩
返
し
。
何
ら
か
の

プ
ラ
ス
効
果
が
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
受

け
止
め
る
多
様
性
あ
る
同
窓

会
を
理
想
形
と
し
て
作
り
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
変
わ
っ
て
き
た
同
窓

会
活
動
の
意
味
合
い

　

ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
に
よ

り
個
々
人
あ
い
だ
の
連
絡
は

容
易
に
な
り
ま
し
た
が
、
一

方
で
真
の
人
間
関
係
は
む
し

ろ
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
こ
こ
に
同
窓
会

活
動
の
新
し
い
役
割
が
見
え

て
き
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

同
窓
会
活
動
に
は
こ
れ
ま
で

の
会
員
皆
さ
ん
の
「
親
睦
」、

「
消
息
や
近
況
の
確
認
」
の

み
な
ら
ず
「
多
様
な
思
い
に

関
わ
る
」
新
し
い
価
値
観
を

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

★
東
京
四
極
会
の
活
動

ビ
ジ
ョ
ン

　

活
動
の
見
直
し
に
よ
る
諸

課
題
の
解
決
と
財
政
安
定
化

の
両
立
に
よ
り
、
若
手
か
ら

中
堅
、
シ
ニ
ア
層
ま
で
の
参

加
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
様
々
な

思
い
を
つ
な
ぐ
場
と
し
て
機

能
す
る
東
京
四
極
会
の
再
構

築
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

★
東
京
四
極
会
の
現
状

と
対
応
方
法

　

東
京
四
極
会
の
抱
え
る
課

題
と
し
て
一
部
中
堅
、
シ
ニ

ア
層
に
偏
っ
た
会
員
構
成
が

あ
り
ま
す
。
若
手
会
員
の
参

加
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は

喫
緊
の
実
行
す
べ
き
課
題
で

す
。
ま
た
、
活
動
を
支
え
て

い
た
だ
く
源
泉
の
会
費
収
入

も
年
々
減
少
傾
向
に
歯
止
め

が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現

状
を
嘆
く
だ
け
で
は
活
動
ビ

ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
会
員
増
や
会

費
の
お
願
い
を
す
る
上
で
、

活
動
の
魅
力
の
幅
を
広
げ
、

多
様
性
に
は
多
様
性
を
も
っ

て
活
動
の
見
直
し
を
大
胆
に

実
行
し
、
そ
の
結
果
を
真

に
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て

ご
支
持
を
増
や
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
具
体
的
に
は
、
来

年
度
を
待
た
ず
し
て
今
年
度

か
ら
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト

を
試
行
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

結
果
で
実
効
あ
る
も
の
を
来

年
度
の
活
動
案
、
予
算
案
に

反
映
し
て
い
き
ま
す
。

★
学
部
を
超
え
た「
若
手

の
会
」を
５
月
18
日
に
開
催

　

ま
ず
、
若
手
、
中
堅
層
の

会
員
増
に
向
け
た
取
り
組
み

を
試
行
し
ま
す
。
幸
い
、
昨

年
頃
よ
り
、
若
手
会
員
の
中

で
は
、
同
窓
の
集
ま
り
を
模

索
す
る
メ
ン
バ
ー
が
動
き
出

し
て
い
ま
す
。
従
来
と
異
な

り
、
相
互
の
連
絡
に
、
メ
ー

ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
う
ま
く
活
用

す
る
彼
ら
の
年
代
ら
し
い
手

法
で
、
大
勢
の
同
窓
生
と
の

連
絡
を
と
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
我
々
役
員
も
こ
の
動
き

を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
後

押
し
し
て
い
き
ま
す
。
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
（
ま
ず
は
女
性
、

外
国
人
）
も
意
識
し
、
出
身

学
部
を
超
え
た
若
手
の
会
を

５
月
18
日
に
開
催
し
ま
す
。

若
手
会
員
の
意
識
の
把
握
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
よ
る
本
会

活
動
の
活
性
化
の
検
討
な
ど

を
行
い
、
今
後
の
活
動
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

★
財
政
安
定
を
目
的
に

発
送
物
総
数
の
絞
り
込

み
を
試
行

　

財
政
の
安
定
化
に
つ
い
て

は
、
当
面
、
大
き
な
増
収
が

見
込
め
な
い
中
に
あ
っ
て

は
、
支
出
の
削
減
を
一
段
と

徹
底
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

集
会
の
ご
案
内
、
会
報
な
ど

配
送
物
の
総
数
の
絞
り
込
み

を
、
次
回
の
総
会
開
催
の
お

知
ら
せ
よ
り
、
あ
る
条
件
を

決
め
て
試
行
し
ま
す
。

　

総
数
の
絞
り
込
み
は
、
19

年
の
総
会
時
に
当
時
の
執
行

部
提
案
で
承
認
さ
れ
た
事
項

で
す
が
、
実
施
と
内
容
に
つ

い
て
は
別
途
決
定
す
る
と
い

う
こ
と
で
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
配
送
総
数
の
絞
り
込

み
を
い
よ
い
よ
実
施
す
る
こ

と
に
な
る
背
景
に
は
次
の
２

つ
の
環
境
変
化
が
影
響
し
て

い
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
配
送
コ
ス
ト
の

削
減
の
た
め
宅
急
便
を
活
用

し
て
き
ま
し
た
が
、
郵
便
法

お
よ
び
信
書
便
法
に
よ
り
、

従
来
の
発
送
方
法
が
と
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま

発
送
総
数
を
見
直
さ
な
け
れ

ば
大
幅
な
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

２
年
間
懸
案
だ
っ
た
総
数
の

見
直
し
は
実
行
に
移
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

②
次
の
考
え
方
は
、
会
費
の

納
入
者
と
未
納
入
者
と
の
公

平
性
の
観
点
で
す
。
こ
こ
ま

で
財
政
が
苦
し
く
な
る
と
、

な
か
な
か
活
動
に
反
映
し
て

い
た
だ
け
な
い
皆
さ
ん
に
貴

重
な
財
源
が
大
き
く
流
れ
て

い
く
状
況
は
変
え
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
れ
か

ら
も
同
窓
と
い
う
同
じ
仲
間

の
関
係
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

Ｈ
Ｐ
の
活
用
な
ど
で
情
報
の

発
信
を
継
続
す
る
な
ど
絆
を

広
げ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
当
然
残
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
難
し
い
背
景

が
待
っ
た
な
し
で
出
て
来
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
背
景

は
東
京
四
極
会
の
新
た
な
姿

を
描
く
契
機
と
し
て
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
実

行
可
能
な
財
政
削
減
策
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
が
節
減
効

果
の
一
部
は
会
員
増
の
取
り

組
み
な
ど
に
使
う
な
ど
積
極

財
政
も
併
せ
て
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

以
上
、
慎
重
な
検
討
を
経
て

次
回
の
総
会
で
予
算
や
諸
活
動

の
具
体
的
な
新
運
用
に
つ
い
て

お
諮
り
し
ま
す
。
ご
意
見
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

理
事
長
通
信

・
・
・
こ
れ
か
ら
の
東
京
四
極
会
活
動
を
考
え
る
・
・
・

2019年（令和元年）5月1日（水曜日）４ 東京四極だより第75号（会報通算136号）


